
第 349 回金沢眼科集談会 

プ ロ グ ラ ム 
日 時 令和４年 12 月 18日(日)10：00～13：00 

会 場 ホテル金沢 2F「ダイヤモンド」 

※現地開催を予定しておりますが、新型コロナウイルス流行の状況により、ハイブリッド

開催に変更させて頂く可能性がございます。 

連絡先：921-8641 金沢市宝町 13-1 金沢大学眼科学教室 

電話 （076）265-2403 眼科事務室直通 

ＦＡＸ（076）222-9660 眼科事務室直通 

mail：ganjimu2@med.kanazawa-u.ac.jp 

 

（JR 金沢駅東広場から徒歩で約 1分） 

（北陸自動車道 金沢東 IC から車で 10分 北陸自動車道 金沢西 IC から車で 15 分） 

・参加費は 2,000円です。 

・本学会は専門医制度生涯教育事業（№59003）として認定されています。 

 （1.5単位申請中） 

・デジタルプレゼンテーションに限ります。 

・パソコンはご自身のものをご持参ください。 
 
共催：金沢眼科集談会 千寿製薬株式会社 
 
※次回は、令和 5年 4月 16日（日） ホテル日航金沢にて開催の予定です。 

mailto:ganjimu2@med.kanazawa-u.ac.jp


 
一般講演 10：00～11：20 

座長：高比良雅之（金沢大学） 

 
① 当院における 10年間の裂孔原性網膜剝離の症例背景に関する検討 

〇西村
にしむら

俊
しゅん

亮
すけ

、奥田徹彦、東出朋巳、杉山和久（金沢大） 

➁ 当院での眼瞼基底細胞癌の治療成績  

〇山
やま

田
だ

 祐
ゆう

太朗
た ろ う

、高比良 雅之、濱岡祥子、杉山和久（金沢大） 

③ 難治性緑内障に対する経毛様体扁平部バルベルトインプラント挿入後の眼瞼下垂の発生 

〇赤井
あ か い

亮
りょう

太
た

、柚木達也、大塚光哉、林篤志（富山大） 

④ 0.1％ブリモニジン酒石酸塩／0.5％チモロール配合点眼剤の人組織における眼組織分布 

〇阿部
あ べ

優樹
ゆ う き

、折井祐介、山田雄貴、盛岡正和、岩﨑健太郎、有村尚悟、稲谷大（福井大） 

⑤ LENTIS Comfort挿入眼の IOL固定方向による全距離視力 

  〇鵜飼
う か い

祐
ゆう

輝
き

、中津川宥衣、渋谷恵理、山崎舞、清田優希也、三田哲大、水戸毅、 

久保江理、佐々木洋（金沢医大） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

特別講演Ⅰ 11：20～12：00  

座長：東出朋巳（金沢大学） 

「小児の流涙症と Minds 形式先天鼻涙管閉塞診療ガイドライン 

作成体験記」 

佐々木眼科 院長 

佐々木次壽先生 

 

先天鼻涙管閉塞は、乳児の流涙・眼脂の原因として最も多く、新生児の約 10％にみられる。その診

療方針に関しては種々の議論がある。主な論点として、外科的治療のタイミングに関しては早期の

局所麻酔下プロービングか、1 歳以降の全身麻酔下プロービングかの議論があった。近年この問題

に関して海外でランダム化比較試験が行われた。また、涙道内視鏡を用いたプロービングに関して

は、良好な治療成績が国内外で相次いで報告されるようになった。このように、新たなエビデンス

や涙道内視鏡手術という新しい治療方法が普及しつつある現状を踏まえ、日本涙道・涙液学会主体

で Medical Information Network Distribution Service (Minds)形式の「先天鼻涙管閉塞診療ガイ

ドライン」を作成した。小児の流涙症、本診療ガイドラインの要旨、作成体験記および今後の展望

について述べたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

特別講演Ⅱ 12：00～13：00  

座長：杉山和久（金沢大学） 

「眼底画像検査の進歩」 

京都大学大学院医学研究科眼科学 教授 

辻川明孝先生 

 

角膜・中間透光体は透明であるため、中枢神経でありながら網膜は非侵襲的に観察することがで

きる。直像鏡・倒像鏡に始まり、眼底カメラの登場により、眼底は肉眼で観察され、記録できるよ

うになってきた。このような眼底検査によって網膜の詳細な観察・記録が可能となり、様々な眼底

疾患の病態理解が得られてきた。更に、今世紀に入って、光干渉断層計の導入により、硝子体、網

膜から脈絡膜の詳細な断層像が得られる様になった。当初は粗かった断層像も技術の進歩により、

後眼部の詳細な３次元の観察が可能となり、様々な眼底疾患の病態理解が深まったと共に、眼科診

療を一変させたことは間違いない。 

更に近年は、広角眼底撮影、補償光学適応走査レーザー検眼鏡、OCT Angiographyなどの新しいテク

ノロジーが導入され、これまでは観察できなかったような広範囲の網膜の観察、視細胞などの細胞

レベルでの観察、毛細血管の観察が可能となってきた。このような新しい技術によって、眼底疾患

の病態の理解が深まると共に、治療戦略の進歩を遂げてきた。本講演ではこのような眼底画像検査

の進歩と今後の展望について解説する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


